
平成２４年度 決算報告書

国立大学法人筑波技術大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ２，６３８ ２，５６４ △７４ （注１）

うち補正予算による追加 ０ ３９ ３９

施設整備費補助金 ０ ０ ０

船舶建造費補助金 ０ ０ ０

補助金等収入 ０ １ １ （注２）

国立大学財務・経営センタ １７ １７ ０

ー施設費交付金

自己収入 ３６４ ３８２ １８

授業料、入学料及び検定 ２２０ ２２０ ０

料収入

附属診療所収入 ８８ １０３ １５ （注３）

財産処分収入 ０ ０ ０

雑収入 ５６ ５９ ３ （注４）

産学連携等研究収入及び寄 ２２３ ２０７ △１６ （注５）

附金収入等

引当金取崩 ０ ０ ０

長期借入金収入 ０ ０ ０

貸付回収金 ０ ０ ０

目的積立金取崩 ０ ０ ０

計 ３，２４２ ３，１７１ △７１

支出

業務費 ３，００１ ２，７１２ △２８９ （注６）

教育研究経費 ２，８５６ ２，５３６ △３２０

診療経費 １４５ １７６ ３１

施設整備費 １７ １５ △２ （注７）

船舶建造費 ０ ０ ０

補助金等 ０ １ １ （注８）

産学連携等研究経費及び寄 ２２３ １１ △２１２ （注９）

附金事業費等

貸付金 ０ ０ ０

長期借入金償還金 １ １ ０

国立大学財務・経営センタ ０ ０ ０

ー施設費納付金

計 ３，２４２ ２，７４０ △５０２

収入－支出 ０ ４３１ ４３１



○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金については、主として給与改定臨時特例法に基づく国家公務員の給

与削減と同等の給与削減により一般運営費交付金が１１０百万円削減されたた

め、また、復興関連事業として補正予算が３８百万円追加されたため、予算額に

比して決算額が７４百万円少額となっています。

（注２）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金の獲得に努め

たため、予算額に比して決算額が１百万円多額となっています。

（注３）附属診療所収入については、主として患者数が増加したこと等により、予算額に

比して決算額が１５百万円多額となっています。

（注４）雑収入については、主として消費税が還付されたこと等により、予算額に比して

決算額が３百万円多額となっています。

（注５）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、共同研究、受託事業及び寄附

金の獲得が不調だったため、予算額に比して決算額が１６百万円少額となってい

ます。

（注６）業務費のうち教育研究経費については、経費の節減に努めたため、予算額に比し

て決算額が３２０百万円少額となっています。また、診療経費については、主と

して患者数が増加したこと等による費用の増加等により、予算額に比して決算額

が３１百万円多額となっています。

（注７）施設整備費については、計画変更により、予算額に比して決算額が２百万円少額

となっています。

（注８）補助金等については （注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が１、

百万円多額となっています。

（注９）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については （注５）に示した理由によ、

り、予算額に比して決算額が２１２百万円少額となっています。


